
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。

　「平成」が幕を閉じ、５月
１日から新しい時代、「令和」
が始まります。私も新元号

発表と同時に高島市職員の一員となり、
新しい生活が始まりました。
　４月頭には職員としての心構えや救
急救命講習などの研修を受け、海津大
崎のさくら並木の一方通行規制にもス
タッフとして参加してきました。正直、
慣れない毎日に不安や戸惑いを感じて
いますが、魅力たっぷりの高島市で働
ける喜びを胸に、目の前のことに丁寧
に向き合い、この経験を今後に活かし
ていきたいです！（YH）

問
文
化
財
課
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５
）
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新
元
号
の
発
表

　
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

　
５
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
い
よ
い
よ

新
元
号
「
令
和
」
の
時
代
が
始
ま
り
ま

す
。
今
回
の
新
元
号
は
、
改
元
の
１
か

月
前
に
公
式
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
事
前
の
発
表
は
、
歴
史
上
で

は
初
め
て
と
い
え
る
出
来
事
で
し
た
。

　
元
号
の
起
源

　

元
号
が
日
本
で
初
め
て
使
わ
れ
た

の
は
、
西
暦
６
４
５
年
か
ら
の
「
大

化
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
一
般
の
庶
民
に
と
っ
て
は
、
長
い

間
、
元
号
が
身
近
な
も
の
に
な
る
こ
と

は
な
く
、
そ
の
後
、
元
号
そ
の
も
の
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
時
期
や
、
時
の
勢

力
者
に
よ
っ
て
２
種
の
元
号
が
並
立
し

て
使
わ
れ
て
い
た
時
代
な
ど
を
経
て
、

江
戸
時
代
に
入
り
、
幕
府
が
元
号
決
定

や
新
元
号
施
行
の
権
限
を
有
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
よ
う
や
く
庶
民
の
間
に
も

元
号
の
存
在
や
使
用
が
広
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
江

戸
時
代
以
前
は
、
天
皇
の
交
代
時
以
外

で
も
、
特
に
国
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
事

が
あ
っ
た
時
、
ま
た
大
災
害
が
起
こ
っ

た
時
な
ど
に
改
元
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
現
在
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
情
報
が
伝

わ
る
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
は
、
改
元

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、

わ
ざ
わ
ざ
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
元
号

は
使
わ
な
か
っ
た
り
、
と
い
う
人
が
多

か
っ
た
の
も
事
実
の
よ
う
で
す
。

　
市
に
残
る
元
号
の
記
録

　
旧
今
津
町
役
場
に
残
さ
れ
て
い
た
江

戸
時
代
末
期
の
今
津
村
役
所
の
公
文
書

の
中
に
は
、
明
治
改
元
の
年
で
あ
る
慶

応
４
年
（
１
８
６
８
年
）
３
月
か
ら
書

き
始
め
ら
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
実

際
に
は
、
こ
の
年
の
９
月
８
日（
新
暦

で
10
月
23
日
）
に
、
天
皇
か
ら「
慶
応

４
年
を
改
め
て
明
治
元
年
と
す
る
」と

い
う「
改
元
の
詔
」
が
発
せ
ら
れ
て
い

る
は
ず
で
す
が
、こ
の
今
津
村
役
所
の

記
録
に
は
、
表
紙
に
「
慶
応
四
戊
辰
年
、

明
治
元
改
年
」
と
書
か
れ
る
以
外
、
特

に
改
元
に
関
わ
る
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
に
記
さ
れ
た
文
書
で
は
元

号
を
使
っ
た
り
、使
わ
な
か
っ
た
り
で
、

少
な
く
と
も
「
慶
応
四
年
六
月
」
の
表

記
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
は
し
ば

ら
く「
辰
七
月
」「
辰
八
月
」と
干
支
で

の
表
記
が
続
き
、
初
め
て
「
明
治
」
の

元
号
が
見
ら
れ
る
の
は
「
明
治
元
年

十
二
月
十
日
」
の
文
書
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
記
録
の
み
で
は
、
一
般
の
人
た

ち
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
改
元
を
伝
え

ら
れ
、「
明
治
」
の
元
号
を
使
い
出
し

た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
の
新
元
号
の
発
表
と
は
随
分
よ
う
す

の
違
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

▼特設広場（お城バルーンの設置）の開設
　日　時｜５月３日金 18 時 30 分～ 22 時
　　　　　　　４日土 ９時～ 16 時　
　場　所｜勝野二区営駐車場（大溝陣屋総門隣）
▼五車別れ会場での鏡開き・餅まき
　日　時｜５月４日土　15 時 30 分～ 16 時
　場　所｜市営勝野観光駐車場（宝地区）
▼４００周年記念グッズの販売

大溝開藩４００年にあたる本年の大溝祭では、以下の記念行事の
開催が予定されています。ご期待ください。

大溝祭４００周年記念事業開催
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